
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
12月13日 金 6.9839
12月16日 月 7.0027
12月17日 火 7.0024
12月18日 水 6.9996
12月19日 木 7.0079
12月20日 金 7.0115
12月23日 月 7.0127
12月24日 火 7.0075
12月25日 水 6.9823
12月26日 木 6.9984
12月27日 金 6.9992

出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
12月13日 金 3.0325
12月16日 月 3.0324
12月17日 火 3.0360
12月18日 水 3.0400
12月19日 木 3.0430
12月20日 金 3.0410
12月23日 月 3.0400
12月24日 火 3.0335
12月25日 水 3.0325
12月26日 木 3.0295
12月27日 金 3.0255

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心
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・12月23日週のUSD/RMB為替レートは前週から横ばいでスタートした。1週間を通して米中貿易協議に
　ついての特段の進展はなく、市場参加者がクリスマス休暇に突入したこともあり、相場の動きは限定的
　であった。
・25日には、前日夜にトランプ大統領より合意文書への署名に関するコメントがあったため、協議の進展が
　期待されてわずかに元高が進んだが、週末にはまた元の水準に戻した。

・12月23日週のSHIBOR3か月ものは、前週から横ばいでスタートした。
・その後、週末に近づくにつれて、市場参加者の資金調達ニーズが落ち着きを見せたこともあり、期間
　1か月以上のSHIBORは低下傾向であった。
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3.ビジネストピックス

（1）　経済／中国5G技術に日本の力
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　当初2020年の開始を予定していた中国の5G（第5世代移動通信システム）事業は、本年11
月に前倒しでサービスを開始した。
　
　中国大手IT企業幹部によると、米中貿易摩擦の影響により一部日本企業で華為（ファーウェ
イ）製品を採用しない動きがあるものの、中国の5G製品には多くの日本製部品が使用され、
同社にとって日本は重要な調達市場になっていると語った。
　
　日本国内の鉱工業生産指数が6年半ぶりの低水準で推移するなか、電子部品・デバイス部
門だけは2ヶ月連続（10月～11月）の増産となっている。これは来春から始動する日本国内5G
市場に加え、中国を中心とする外需が生産の下支えをしている可能性がある。
　
　5G元年の到来を目前に日本では市場への期待が高まるが、日本の技術は先行する中国市
場においてすでに十分な存在感を示している。


